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＜患者様連絡事項＞

・玉井クニ子様～下痢が続いている為、内科診察にて下痢止め処方となっています。腸閉塞に注意してくださいとの指示あり。

・東海林康之様～フェリチン高値の為、鉄剤止めとなっています。

＜連絡事項＞

・プリンターが故障しています。用紙を持参し、南で印刷してください。

・トイレットペーパーの保管場所Aユニットの2段目に変更しています。バケツは流し台

　の中に保管しています。

・経管栄養のボトルを滅菌の横に置くための棚を設置しました。

＜隔離室使用患者様について＞

・畑中　成夫様～昨日は、5時間ホールで過ごし、ホールに出てきて歯みがきしたり、落ち着いて過ごされています。「神は殆どいない、周りが気になる時は、部屋に入ったり

　　　　　　　　出たりして調節している」「人前に出るのが少し億劫だ」と話している事があります。夜間は良く休む事できています。引き続き退室時間をもうけながら無理はしないよう経過観察していきましょう。神や周囲を気にするような発言や表情、行動の観察をしていきましょう。

＜要観察患者様について＞

・野沢　英貴様～放尿、盗食などの迷惑行為が目立つようになってきています。出来るだけ周囲に影響をを及ぼさないように、作業時は、トイレ誘導したり、食事は付き添う等声掛けし、観察していきましょう。作業中も出来るだけ近くで経過観察をしていきましょう。また、中途覚醒がある場合は再就床を促しましょう。

・北山　幸博様～イライラすると訴えあり、作業を休まれている事や拒食があります。以前は

目つきの鋭さ見られていましたが、現在は活気のない事が多いです。表情・行動の観察とストレスや訴えが出来るように関わりながら、作業は、一度作業へ言ってみる様、声掛けしていきましょう。

＜Cユニットケースカンファレンス＞

・玉井　クニ子様～上半身の傾きあり、嚥下困難みられていますが、手足の麻痺は見られません。肺炎の助長を防ぐ為にも食事介助の際は、を起こし誤嚥しないよう注意してください。また、多量の下痢便が続いています。脱水や下痢止めを内服する事での腸閉塞に注意して観察していきましょう。

・高橋　礼子様～睡眠取れるようになり、常同行為はありますが、以前より落ち着いてきていま

す。このまま経過観察していきましょう。中途覚醒があった場合は、誘導し休

んでいただきましょう。

・板橋　トミ様～食事の際、食べ物を出すようになっています。嚥下困難があり出すのか、

　　　　　　　　食事に対する拒否なのか身体面も含めて経過観察していきましょう。

・中沢　匠様～　怖い絵を書くのが目立ってきている。他患者様への粗暴行為あり、てんかんの

　　　　　　　　発作、表情・行動など状態の観察をしていきましょう。













